
平成 29 年秋期 金沢東部地区推進連絡会

１ 日時

平成 29 年 11 月 25 日（土） 16：00～17：00 

２ 場所

  谷津坂会館

３ 参加者  33 名 
  （地域側）自治会等地域団体関係 21 名 
  （支援チーム、その他行政側）

区役所 ４名

支援チーム ８名

４ 意見交換要旨

(１)区の挨拶 （区長）

地域課題の解決に向けた地域の取組と区の支援 （PPT）
PPT を活用し、区長より金沢区の現状と支援の内容について説明。

※別添、PPT 資料あり。

(２)出席者紹介

地域、区、支援チーム、各自自己紹介。

(３)金沢東部地区 29 年度活動内容について

地域の取組内容について、各分科会のリーダーより説明。

・第一分科会 長谷川氏より説明

『災害発生時の要援護者支援体制の確立』をテーマに、各地区で取り組みを

実施している。

谷津坂東部地区では、旗を作成し訓練の際に問題がなければ玄関先に出す取

り組みを開始。今後も防災体制の強化を図っていく。

・第二分科会 太田氏より説明

メンズエクササイズの推進を図っており、サークルカモメを母体に保活さん

の協力を受けながら、月１回第 2 水曜日に谷津坂会館にて１時間半活動を行っ

ている。

現在、22 名の登録があるが平均の参加者は 10～12 名程度である。 
会員の動向を見て、無料体験教室等も実施している。



・第三分科会 宮野氏より説明

別添資料の通り、着実に推進をしている。

・第四分科会 田中氏より説明

『親子の広場』については、まつぼっくりの活動を月２回から毎週金曜日の

午前中、週 1 回に拡充している。 
『スペース谷津坂』に関しては、開室がわかるように、学校に PR 看板の設

置を依頼し、参加者児童の増加を図っている。

子育てサークルへの支援、世代間交流についても推進を図っている。

・第五分科会 宮野氏より説明

『活動資金不足が課題』であるが、賛助会員を増やすために動いている。現

時点で２町内会に説明を行っている。

また、社協の HP の改善を図り、活動内容の周知や広報の強化を図る。 
『配食サービスの提供』『在宅福祉サービスの提供』については、ドライバ

ーが不足しており、現在活動している人も高齢になってきている。

安定、安心して利用してもらうためにも、担い手の確保を行っていく必要が

ある。

（４）意見・質問等

区・支援チームより

・区長より

区全体として、担い手不足については課題がある。

他の地区では漠然と手伝いを依頼するのではなく、具体的に手伝いが必要な

内容を伝え、担い手の確保に努めている地区もある。

・佐々木係長より

第二分科会について、『自主活動』とあるが、どのように進めていくのか

⇒Vo をしている人も忙しいため、継続的な活動にしていくために、教室に

参加している方から代表者を決め自主活動にしていく予定。ただし、参加人数

が増えないため、資金面での不安がある。

第五分科会について、西柴福祉サービスの提供において、配車サービスの停

止とあるが、全面的に停止にするのか。 

⇒全面的な廃止ではない。地域外への送迎（通院先や駅までの送迎等）を停

止する。ドライバーの高齢化に伴い、ある程度限定的な範囲での送迎とした。 



・宇理須係長より

金沢東部地区は地域活動を組織的に実施している印象を持っているが、

もともと地域の活動に土台になるような活動があったのか。

青木会長⇒区社協、地区社協がもともとあった活動を後押ししてくれてい

た。そのため、人材の発掘を社協が担い、自治会町内会がそのフォローを

してきた経過がある。

・栗山課長より

行政だけで支援が必要な人への対応を行っていくことには困難があり、

限界もある。そのため、地域の方と連携しながら地域の活動を支援してい

くために支援チームがあると考えている。

これからも連携して実施していきたいと考えている。

・人見所長（能見台地域ケアプラザ）

地域ケアプラザとしても、来所してもらい対応するのではなく積極的に

アウトリーチをしていきたいと考えている。

また、感想になるが先日のふれあい祭りに参加したが、多世代交流の場

となっており、すごくよい取り組みだと感じている。

・笠原 Co （能見台地域ケアプラザ）

地域の様々な活動に参加させてもらい交流をさせていただいている。

Co の業務としても、地域内にいる元気な高齢者の方に支援される側だ

けでなく、支援する側となってもらえる活動を増やしていくことが大切で

あると考えている。

（５）閉会の挨拶 森本連合町内会副会長

地域活動は『人』で成り立っている。担い手の確保等の話もあったが、一緒

に活動をする仲間を増やすことが大切であると考えている。

今後もその点を念頭に置き、推進を図っていきたい。

以上




